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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月10日(2020.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体を用いた遊技を実行可能な遊技機であって、
　遊技媒体が通過可能な特定領域と、
　第１識別情報の可変表示および第２識別情報の可変表示を実行可能であるとともに、第
１識別情報および第２識別情報のいずれか一方の可変表示の実行中に第１識別情報および
第２識別情報の他方の可変表示を実行可能な可変表示実行手段と、
　識別情報の可変表示の表示結果として特定表示結果が導出表示されるという所定条件が
成立した後に、前記特定領域を遊技媒体が通過したことにもとづいて遊技者にとって有利
な有利状態に制御可能な有利状態制御手段と、
　通常状態よりも前記有利状態に制御される頻度を高めた状態であり、前記有利状態とは
異なる特殊状態に制御可能な特殊状態制御手段と、
　遊技者にとって有利であり前記有利状態とは異なる所定状態に制御可能な所定状態制御
手段と、
　通常状態よりも前記所定状態に制御される頻度を高めた特別状態に制御可能な特別状態
制御手段と、
　前記所定条件が成立したことにもとづいて、前記特定領域への遊技媒体の発射を促進す
る特定促進報知を実行可能な促進報知手段と、を備え、
　遊技機の電源が投入されたときに前記所定条件が成立している場合に、所定指示報知が
実行され、
　前記促進報知手段は、
　　遊技者が不在であることに対応する不在条件を満たしていないときに第２識別情報の
可変表示により前記所定条件が成立したことにもとづいて、所定態様にて前記特定促進報
知を実行し、
　　前記不在条件を満たしているときに第２識別情報の可変表示により前記所定条件が成
立したことにもとづいて、前記所定態様よりも視認性の低い特殊態様にて前記特定促進報
知を実行する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（手段Ａ）本発明による遊技機は、遊技媒体を用いた遊技を実行可能な遊技機であって
、遊技媒体が通過可能な特定領域と、第１識別情報の可変表示および第２識別情報の可変
表示を実行可能であるとともに、第１識別情報および第２識別情報のいずれか一方の可変
表示の実行中に第１識別情報および第２識別情報の他方の可変表示を実行可能な可変表示
実行手段と、識別情報の可変表示の表示結果として特定表示結果が導出表示されるという
所定条件が成立した後に、特定領域を遊技媒体が通過したことにもとづいて遊技者にとっ
て有利な有利状態に制御可能な有利状態制御手段と、通常状態よりも有利状態に制御され
る頻度を高めた状態であり、有利状態とは異なる特殊状態に制御可能な特殊状態制御手段
と、遊技者にとって有利であり有利状態とは異なる所定状態に制御可能な所定状態制御手
段と、通常状態よりも所定状態に制御される頻度を高めた特別状態に制御可能な特別状態
制御手段と、所定条件が成立したことにもとづいて、特定領域への遊技媒体の発射を促進
する特定促進報知を実行可能な促進報知手段と、を備え、遊技機の電源が投入されたとき
に所定条件が成立している場合に、所定指示報知が実行され、促進報知手段は、遊技者が
不在であることに対応する不在条件を満たしていないときに第２識別情報の可変表示によ
り所定条件が成立したことにもとづいて、所定態様にて特定促進報知を実行し、不在条件
を満たしているときに第２識別情報の可変表示により所定条件が成立したことにもとづい
て、所定態様よりも視認性の低い特殊態様にて特定促進報知を実行することを特徴とする
。
　（手段１）他の遊技機は、遊技媒体（例えば、遊技球）を用いた遊技を実行可能な遊技
機であって、遊技媒体が通過可能な特定領域（例えば、作動ゲート１７）と、第１識別情
報（例えば、第１特別図柄）の可変表示および第２識別情報（例えば、第２特別図柄）の
可変表示を実行可能であるとともに、第１識別情報および第２識別情報のいずれか一方の
可変表示の実行中に第１識別情報および第２識別情報の他方の可変表示を実行可能な可変
表示実行手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２６
Ａ，Ｓ２６Ｂを実行することにより、第１特別図柄の変動表示と第２特別図柄の変動表示
とを並行して実行可能である部分）と、所定条件（例えば、大当り図柄が停止表示するこ
と）が成立した後に、特定領域を遊技媒体が通過したことにもとづいて遊技者にとって有
利な有利状態（例えば、大当り遊技状態）に制御可能な有利状態制御手段（例えば、遊技
制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２５０１のＹである場合にステッ
プＳ３０５～Ｓ３０７，Ｓ３５５～Ｓ３５７を実行する部分）と、遊技者にとって有利で
あり有利状態とは異なる所定状態（例えば、小当り遊技状態）に制御可能な所定状態制御
手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ３５８～Ｓ３
６０を実行する部分）と、通常状態よりも所定状態に制御される頻度を高めた特別状態（
例えば、ＫＴ状態）に制御可能な特別状態制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０におけるステップＳ２２０８Ａ，Ｓ２２１１Ａ，Ｓ２２０９Ｂ，Ｓ２２１０
Ｂ，Ｓ２２１３Ｂ，Ｓ２２１４Ｂを実行する部分）と、所定条件が成立したことにもとづ
いて、特定領域への遊技媒体の発射を促進する特定促進報知（例えば、第２指示報知）を
実行可能な促進報知手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ２００におけるステ
ップＳ４６０４，Ｓ４６０５を実行する部分）とを備え、促進報知手段は、遊技者が不在
であることに対応する不在条件（例えば、通常状態であるにもかかわらず第１特別図柄の
変動を実行しないこと）を満たしていないときに第２識別情報の可変表示により所定条件
が成立したことにもとづいて、所定態様にて特定促進報知を実行し（例えば、第２通常指
示報知を行い）、不在条件を満たしているときに第２識別情報の可変表示により所定条件
が成立したことにもとづいて、所定態様よりも視認性の低い特殊態様にて特定促進報知を
実行する（例えば、第２縮小指示報知を行う）ことを特徴とする。そのような構成によれ
ば、不在条件が成立していることを考慮して、特定領域への遊技媒体の発射を促進する特
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定促進報知を適切に行うことができる。
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